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問題の所在問題の所在

情報格差情報格差

（個人，集団，国など様々なレベルで）（個人，集団，国など様々なレベルで）

情報を使いこなせる側とそうでない側情報を使いこなせる側とそうでない側

の間に生じる，貧富や機会の格差の間に生じる，貧富や機会の格差



問題の所在問題の所在

医療情報の格差医療情報の格差

先進国と違い，途上国では医療分野の先進国と違い，途上国では医療分野の

国際雑誌が入手困難国際雑誌が入手困難

低所得国の過半数が，有料購読雑誌を低所得国の過半数が，有料購読雑誌を

全く購入していない全く購入していない

（（WHOWHO調査調査, 1999, 1999--20002000））



WHOWHOの運営の下，出版社が途上国の研究の運営の下，出版社が途上国の研究

機関へ生医学の雑誌をオンラインで提供し，機関へ生医学の雑誌をオンラインで提供し，

健康増進に寄与する，というプロジェクト健康増進に寄与する，というプロジェクト

HINHIN（（Health Health InterNetworkInterNetwork; ; 国連ミレニア国連ミレニア

ムサミット（ムサミット（20002000）で提唱されたプロジェクト））で提唱されたプロジェクト）

の第の第11期プログラム期プログラム

医療情報の格差是正に大きな貢献医療情報の格差是正に大きな貢献
HINARIHINARI

（（Health Health InterNetworkInterNetwork Access Access to Research Initiativeto Research Initiative））



経経 緯緯

一人当たり一人当たりGNPGNPがが1,000$1,000$未満の国の未満の国の

研究機関，研究機関，56%56%が有料雑誌の購読ゼロが有料雑誌の購読ゼロ

（（WHOWHO調査，調査，19991999--20002000））
情報技術の発展→雑誌提供の好機情報技術の発展→雑誌提供の好機

電子版の提供なら，郵送料発生しない電子版の提供なら，郵送料発生しない

出版社にとっても，イメージアップのチャンス出版社にとっても，イメージアップのチャンス

「出版社が電子ジャーナルを途上国へ「出版社が電子ジャーナルを途上国へ

無償提供」という構図が生まれる無償提供」という構図が生まれる



経経 緯緯

20012001年，「出版社の主旨書」年，「出版社の主旨書」

医学雑誌の医学雑誌の66大出版社大出版社((社名は当時社名は当時))が署名が署名: : 

Blackwell, Elsevier Science,Blackwell, Elsevier Science,
Harcourt Worldwide STM Group,Harcourt Worldwide STM Group,
Springer Springer VerlagVerlag, John Wiley,, John Wiley,
WoltersWolters KluwerKluwer International International Health&ScienceHealth&Science
世界銀行が低所得・低中所得に分類する国の世界銀行が低所得・低中所得に分類する国の

非営利研究機関が対象，などの事項を取り決める非営利研究機関が対象，などの事項を取り決める

→→20022002年年11月，月，HINARIHINARIスタートスタート



開始後の成長開始後の成長

3,4213,421約約2,0002,000約約1,5001,500タイトル数タイトル数

一人当たりGNP1,000～

3,000$の国の機関は，

年間料金1,000$
その他その他

９９９９約約303066出版社数出版社数

登録機関数登録機関数
2,2002,200以上以上

年間論文年間論文DLDL数数
350350万以上万以上

一人当たり一人当たり
GNP3,000$GNP3,000$

の国まで拡大，の国まで拡大，
計計113113ヵ国ヵ国

一人当たり一人当たり
GNP1,000$GNP1,000$

未満の国未満の国
6969ヵ国ヵ国

対象対象

現在現在
（（2006.102006.10））

フェーズフェーズ22開始時開始時
（（2003.12003.1））

フェーズフェーズ11開始時開始時
（（2002.12002.1））



「非営利研究機関」「非営利研究機関」

国立大学，研究所，教育病院，官庁，など国立大学，研究所，教育病院，官庁，など

DLDLおよび印刷および印刷

号全体の号全体の15%15%を超えない範囲を超えない範囲

バックナンバーバックナンバー

利用可能な範囲は，出版社によって異なる利用可能な範囲は，出版社によって異なる

利用条件利用条件



有資格国有資格国

ルーマニアチュニジアレソトニジェールコートジボアール

リトアニアルワンダニカラグアケニア

ラトビアセントビンセントおよびグレナ
ディーン諸島

リベリアナイジェリアグルジア

ヨルダンセルビア･モンテネグロラオストルクメニスタンキルギスタン

モロッコ赤道ギニアモンゴルトケラウ諸島キリバス

モルディブ西岸･ガザモルドバトーゴギニアビサウ

ミクロネシア連邦スワジランドモザンビークツバルギニア

スリナムモーリタニア中央アフリカ共和国カンボジア

マケドニア旧ユーゴスラビア共
和国

シリアアラブ共和国ミャンマーチャドガンビア

マーシャル諸島ジャマイカマリタンザニアカメルーン

ボリビアサモアマラウイタジキスタンガイアナ

ボスニア=ヘルツェゴビナコロンビアマダガスカルソロモン諸島ガーナ

ペルーコソボ自治州ホンジュラスソマリアエリトリア

ベリーズコスタリカベナンセネガルエチオピア

ベラルーシグアテマラベトナムスーダンウズベキスタン

ブルガリアキューバブルンジジンバブエウクライナ

フィジーカザフスタンブルキナファソジブチウガンダ

パラグアイカーボベルデブータンシエラレオネイエメン

バヌアツエルサルバドル東ティモールザンビアアンゴラ

パナマエクアドルバングラデシュサントメ=プリンシペアルメニア

ナミビアウォリス･フツナパプアニューギニアコンゴ民主共和国アルバニア

トンガイラクハイチコンゴアゼルバイジャン

ドミニカ共和国アルジェリアネパールコモロアフガニスタン

フェーズ2（年1,000ドル）フェーズ1（無料）



有資格国有資格国

HINARIの有資格国（赤がフェーズ1，黄緑がフェーズ2。BMJ Publishing Groupの許諾を得て，Katikireddi S．V．Fig1 Countries with access to HINARI．In：

HINARI: bridging the global information divide．BMJ 2004；328：1190-3を基に作成）



検索画面検索画面

HINARIの検索画面（http://extranet.who.int/hinari/en/journals.php）
主題検索やタイトル，出版社，言語による検索が可能。

Medlineなどのデータベースも利用できる。



検索画面検索画面

タイトル順の一覧（HINARIトレーニングモジュール：
http://www.who.int/hinari/training/Module%202_EN_Presentation.pdfより抜粋）



検索画面検索画面

出版社のウェブサイトが別ウィンドウで表示（HINARIトレーニングモジュール：
http://www.who.int/hinari/training/Module%202_EN_Presentation.pdfより抜粋）



インターネット接続インターネット接続56kbps56kbps以上以上

IE4.0, NS4.5IE4.0, NS4.5以上推奨以上推奨

＊図書館の貢献＊図書館の貢献

エール大学が，利用者認証システム等エール大学が，利用者認証システム等

において，において，HINARIHINARIを支援を支援

NLMNLMの協力により，の協力により，HINARIHINARI登録機関は登録機関は
MEDLINEMEDLINEを利用可能を利用可能

システム，技術要件システム，技術要件



HINARIHINARI活用のための能力開発を重視活用のための能力開発を重視

各地でワークショップ各地でワークショップ

コンピュータ全般～雑誌論文検索のスキルコンピュータ全般～雑誌論文検索のスキル

特にアフリカ地域では「教育者への教育特にアフリカ地域では「教育者への教育
（（traintrain--thethe--trainerstrainers）」）」
図書館員や情報管理者が参加図書館員や情報管理者が参加

利用者教育活動利用者教育活動



姉妹プロジェクト：姉妹プロジェクト：AGORAAGORA

FAOFAOによるプロジェクトによるプロジェクト

農学，食品科学のタイトル農学，食品科学のタイトル900900以上へのオン以上へのオン

ラインアクセスを，途上国の非営利研究機関ラインアクセスを，途上国の非営利研究機関

に提供に提供

参加出版社数参加出版社数3030以上以上

HINARIHINARIとの連携：共同のシステム開発との連携：共同のシステム開発

によるコスト削減，利用者教育活動によるコスト削減，利用者教育活動



対照表：対照表：HINARIHINARIととAGORAAGORA

900以上3,400以上タイトル数

農学、食品科学医学主要分野

20032002開始年

FAOWHO運営団体

AGORAHINARI



姉妹プロジェクト：姉妹プロジェクト：OAREOARE
(2007(2007年開始予定年開始予定))

正式名称：正式名称：Online Access to Online Access to ReseachReseach in in 

the Environmentthe Environment（（OAREOARE）） ProjectProject

UNEPUNEP，，WHOWHO，，FAOFAO，エール大学，コーネル大学，エール大学，コーネル大学

等によるプロジェクト等によるプロジェクト

環境分野のタイトルへのオンラインアクセスを，環境分野のタイトルへのオンラインアクセスを，

途上国の約途上国の約1,0001,000の非営利研究機関に提供の非営利研究機関に提供

大手出版社が参加予定大手出版社が参加予定

HINARIHINARI，，AGORAAGORAと連携予定と連携予定



その他の類似プロジェクトその他の類似プロジェクト

英国の慈善団体英国の慈善団体INASPINASPによるプロジェクトによるプロジェクト

活動の一環として，人文，社会，自然科学，活動の一環として，人文，社会，自然科学，

各分野の電子ジャーナル，データベースを各分野の電子ジャーナル，データベースを

途上国の非営利機関に提供途上国の非営利機関に提供

雑誌タイトル数雑誌タイトル数14,00014,000以上以上

PERIPERI



その他の類似プロジェクトその他の類似プロジェクト

国際コンソーシアムに基づく購読契約を国際コンソーシアムに基づく購読契約を

出版社と結び，有料出版社と結び，有料EJEJが途上国の図書館にが途上国の図書館に

入手可能になるための活動を行っている入手可能になるための活動を行っている

5050ヵ国からヵ国から2,2002,200を超える図書館が参加を超える図書館が参加

独立財団独立財団eIFL.neteIFL.net



HINARIHINARI：課題：課題

途上国の健康状態が改善した，との立証が困難途上国の健康状態が改善した，との立証が困難

多くの途上国で，インターネット環境が不十分多くの途上国で，インターネット環境が不十分

電子化されていない古典的教科書は範囲外電子化されていない古典的教科書は範囲外

初学者にとっては，情報量が多すぎる（何が有用初学者にとっては，情報量が多すぎる（何が有用

な情報か判断できない）な情報か判断できない）

HINARI 医療情報の増加 実際の健康改善



HINARIHINARI：展望：展望

長期展望を見直すための第三者評価を長期展望を見直すための第三者評価を

20052005年末に実施年末に実施

→→20152015年までの継続が決定年までの継続が決定

（（AGORA,OAREAGORA,OAREも同様に継続決定）も同様に継続決定）

エール大学，エール大学，NLMNLMのような支援を，のような支援を，

日本も担って良いのではないだろうか？日本も担って良いのではないだろうか？



Further InformationFurther Information
（発表者論文）（発表者論文）

WHOWHOののHINARIHINARIプロジェクト：プロジェクト：

途上国への電子ジャーナル提供途上国への電子ジャーナル提供

（医学図書館（医学図書館.  vol..  vol.５３５３, no., no.１１..））


